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当県本部
の概要

　ＪＡ（農業協同組合）は、産業組合、農業会という農業団体の時代を経て、昭和 22 年
に制定された農業協同組合法に基づき設立されました。その後約 80 年以上にわたり、農
家組合員の協同の力で作られた組織として、販売・購買・信用・共済等の各種事業を行い、
農家の営農の向上と豊かな暮らしを求めて活動しています。
　ＪＡ全農ぐんまの前身である群馬県経済連は、ＪＡの県段階の組織として、ＪＡおよび生
産者・組合員の大きな期待のもと、昭和 25 年 12 月に販連・購連・畜産連・園芸連の４
連を統合して設立されました。

　以来、「協同の力で、営農の安定、豊かな暮らし」をモットーに事業に取り組んでまいりました。
　しかし、昨今のＪＡ・農業を取り巻く情勢は、急激に進む社会・経済のグローバル化、ＩＴ革命、地球環境の悪化等、
事業環境の激変を踏まえ、事業２段による事業方式の改革並びに組織の再編に取り組み、平成 14 年４月「全国
農業協同組合連合会群馬県本部」として新たな出発をしました。
　今後も総合機能を発揮し、明るく豊かな地域社会づくりをすすめるとともに、新鮮、安全・安心な農畜産物の
流通を通して、生産者と消費者のパイプ役として、群馬の大地にしっかりと根を張り生産者・組合員・ＪＡへの
最大奉仕と地域社会の発展に貢献するために最大限の努力をしてまいります。

ご挨拶

名　　称：全国農業協同組合連合会群馬県本部 
略　　称：全農群馬県本部 
愛　　称：ＪＡ全農ぐんま 
住　　所：前橋市亀里町 1310番地 
電話番号（代表）：027‐220‐2222 
設　　立：2002年 4月 1日
　　　　 （ＪＡ群馬経済連とＪＡ全農が合併しＪＡ全農ぐんまとなる） 
職 員 数：351人（令和 7年 6月 1日現在） 
事業区域：群馬県一円

組織機構：令和7年4月1日現在 総代会（総会）

経営管理委員 監　事　会

理　　事　　会
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農機センター

機構名 機構名

荒砥MC 多々良MC

富士見MC

宮城MC

いせさきMC

たかさき東部MC

榛名MC

碓氷安中MC

藤岡MC

富岡MC

妙義MC

甘楽MC

子持MC

榛東MC

あがつまMC

新田MC

みどりMC

太田市MC

板倉MC

西邑楽MC

館林MC

給油所

機構名 機構名

富士見給油所 世良田給油所

芳賀給油所 新里給油所

宮城給油所 笠懸給油所

荒砥給油所 城西の杜給油所

粕川給油所 たたらセルフ給油所

はぐくみ西部給油所 長柄給油所

はぐくみ東部給油所 邑楽館林本所給油所

甘楽富岡燃料配送センター いたくらセルフ給油所

富岡バイパス給油所

吉岡バイパス給油所

鯉沢バイパス給油所

榛東セルフ給油所

名久田セルフ給油所

郷原給油所

北軽井沢給油所

上津セルフ給油所

沼田セルフ給油所

川場セルフ給油所

利根東セルフ給油所

久呂保給油所



各部門の事業案内
営農と暮らしをつなぐさまざまな活動

畜産農産事業

　生産振興対策・生産基盤対策・環境対策・経営指導など、多方面から生
産者の支援に努めています。
　銘柄食肉事業では、㈱群馬県食肉卸売市場・全農ミートフーズ㈱・JA全
農くみあい飼料㈱と連携し、生販一体となった取り組みで群馬県産ブラン
ドの確立を図っています。
　酪農事業では、農家への生乳生産指導を行い、生産される生乳は県下統
一の県央クーラーステーション等において品質の徹底管理のもと、県内外
の乳業メーカーに供給されます。
　家畜市場事業では、和牛子牛せり市・乳用牛せり市開催し、生産者及び
関係機関と協力し、生産振興や上場される牛の資質向上を図っています。
更に、他県本部とも連携して安定供給を図り、家畜市場も市場性向上に努
めています。また、市況や畜産物情報等をSNSを活用して発信しています。
　養豚事業では、ハイコープ種豚およびAI用精液を供給し、生産性向上と
県産豚肉の優位性を高める取り組みを進めています。

酪農畜産

　生産者が生産した米穀を、買取方式等によりＪＡを通じて集荷し、県内外の卸売業者等に販売しています。県及び関係機関
と連携し、地域特性にあわせて「あさひの夢」「ゆめまつり」「コシヒカリ」「ひとめぼれ」を中心に需要に応じた品種の生産を
促進するとともに、酒米等の特徴ある米づくりにも取り組んでいます。
　麦については、小麦では主として日本麺用の「さとのそら」「つるぴかり」「きぬの波」、パン・中華麺用に「ゆめかおり」、さ
らに食用大麦、麦茶用大麦など、用途に応じて適地適品種を基本に計画的な生産と品質向上に取り組み、主産県としての評価
を高めています。

米　麦

　こんにゃくの年間平均販売による生産者有利販売を実施し、多様な生玉取引方法の実施による価格形成力を強化します。

こんにゃく

園芸事業

　青果物生産出荷基本計画を策定し、産地の育成、販路の拡大および共
販体制の強化に努め、多様化する青果物流通への対応を図っています。
また、青果物一次加工事業による販路拡大、卸売市場との連携によるＧ
ルート販売拡充強化等により、農業者所得の安定化と最大化に取り組み
ます。
　さらに、群馬県青果物の銘柄確立とあわせて、首都圏をはじめ中部・京
阪神・中四国・九州の各地区で積極的な消費宣伝を展開し、「グッドぐん
まの新鮮野菜」のイメージアップに努めます。

野菜・果実

　「色あざやかな群馬の花」ブランド化に向け、既存産地の充実強化と新
産地の育成支援に取り組んでいます。また、共販・物流体制を確立し、高品
質・高鮮度・ロットの拡大等により、産地間競争に勝ち残れる産地の形成
に取り組みます。

花　き

平成14年　JA全農と合併しJA全農ぐんまとなる
　　　　　食肉販売事業移管

平成16年　飼料・肉畜・一般販売、卵事業移管
平成18年　鶏卵事業完全移管

野菜
36％

豚
18％

乳用牛
10％

鶏
15％

肉用牛
7％

米
6％

その他畜産物
1％ 加工農産物

0％

資料：農林水産省「生産農業所得統計」

※生しいたけは生産量、繭は収繭量、その他青果物は収穫量
※資料：農林水産省「畜産統計」「作物統計」日本こんにゃく協会「こんにゃくいも
　の生産の推移（全国計）」蚕糸・絹業提携支援センター「シルクレポート2024.4」

果実
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県農業産出額
2,655億円

主要農業生産物の全国に占める位置

群馬県産業基盤の数値　令和5年群馬県農業算出額の構成

令和6年度取扱高の内訳　全体：1,488億円

事業取扱高の概要
単位：億円

生活
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農業機械
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部　門
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項　目
水陸稲収穫量

群馬県 全　国 年　次
71,400t 7,345,000t 令和6年

麦類収穫量 30,404t 1,214,600t 〃6年

キャベツ 282,900t 1,434,000t 〃5年
こんにゃくいも 49,700t 51,400t 〃6年
キュウリ 53,900t 530,200t 〃5年
ウメ 4,150t 51,600t 〃6年
ナス 27,500t 288,800t 〃5年

ホウレンソウ 22,400t 206,800t 〃5年
スイートコーン 13,100t 212,400t 〃5年
生シイタケ 3,515t 59,379t 〃5年
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トマト 20,900t 681,400t 〃5年
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営農と暮らしをつなぐさまざまな活動

　組合員・会員・関係機関相互の意思疎通を図るため、「県本部通
信」やタイムリーに各種イベント・キャンペーン情報などを発信してい
る「ホームページ」をはじめ、各種の情報を定期的に発信するととも
に、対外広報の強化をめざしています。
　また、消費者・生産者・取引先からの信頼獲得やリスク管理体制を
確立するため、コンプライアンス態勢の強化を図ります。

管理部門
管理・広報・コンプライアンス

　ＪＡ組合員の手取り利益最大化のため、物流コスト低減とＪＡ経済事
業収支の改善を図り、併せて組合員サービスの向上を図ることを目的
に、県域物流センターを設置し、ＪＡ域を越えた広域での農家戸配送を
実施しています。

県域物流

生産資材事業

　花木流通センターでは、野菜苗・植木・鉢花などの生園芸や園芸用資材
を販売しています。また、地元の消費者向けに各種栽培講習会を開催し地
域農業の良き支援者の拡大と食育の場を提供しています。

生産資材店舗

　トータル生産コスト低減に向けて、肥料銘柄集約と集中購買の実施、肥
料満車直送、農薬担い手直送規格の取り扱い拡大をすすめ、多様な生産者
ニーズへの対応力を強化します。
　また、消費者の関心が高い環境問題や安全・安心な農産物づくりに対応
するため、IPM適合資材の普及拡大や農薬の適正使用を促進しています。

肥料農薬

　組合員ニーズに即した石油事業をすすめるため、ＪＡとの一体化運
営に取り組み、ＪＡ‐SSの効率的ネットワークの展開と安定供給に努
めています。また、SS事業最適化のマスタープランの提案を進め、販
売力強化に取り組みます。

石　油

　ＬＰガスセンターを拠点として、組合員皆様にＬＰガスの安定した
供給と集中監視システム「あんしんキャッチ24」により、安全で安心
にガスをご利用できる環境の提供に努めています。また、家計負担の
抑制および営農コスト削減に寄与することを目的とした「ＪＡでん
き」の拡大に取り組んでいます。

ガ　ス

　農業生産性向上のため、中古農機の取扱拡大、長持ち志向にこたえる格納点検の強化、ICTを搭載した農業機械の推進な
ど、組合員の営農に適した機械の提案と、サービスを提供します。また、低価格モデル農機の共同購入に取り組み、トータル生
産コストの低減を促進します。

農業機械

　基本計画から設計・施工管理、完成引渡し後のアフターサービスにいたるまで、安心しておまかせいただける施主代行方式によ
り、ＪＡ等の施設建設、組合員の資産活用のための賃貸住宅建設や住宅建設・リフォーム工事のお手伝いを行っています。

東日本広域施設農住事業所　群馬施設農住事務所

営農と暮らしをつなぐさまざまな活動
各部門の事業案内各部門の事業案内

　大規模経営農家・農業法人等への対応強化のため、大規模・系統末低
利用生産者への推進、担い手推進担当者の育成、マッチングアプリ・タイ
ミーとの連携による労働力支援、部門横断的支援体制の構築に取り組ん
でいます。

担い手推進

生活事業

　農家組合員の暮らしに必要な生活用品の提供、環境保全や高齢化
社会に対応した商品をはじめ健康ふれあい館・聞こえの相談会の開
設に積極的に取り組んでいます。
　また、ＪＡ直売所へ全農オリジナル商品「エーコープマーク品」の商
品提案を行っています。さらにJAタウン（EC）の取組を強化し、県産
農畜産物を直接消費者へお届けすることに取り組んでいます。

生　活

　多様化する葬儀ニーズに対応し、ＪＡ葬祭事業の取り組み強化
と外部委託スキームによる競争力の強化に積極的に取り組んでい
ます。

葬祭（ＪＡアシスト）

　野菜生産基盤の維持・拡大に向け、関係機関と連携を図りながらＪＡと一体的に産地振興を進めます。また、安全・安心な農産
物を将来に亘り安定的に供給するため、生産履歴管理、残留農薬自主検査といった基本的取り組みに加え、農業生産の持続可能
性確保に向けたＧＡＰ手法導入産地の拡大を進めます。更に、物流問題等の青果・花き流通に係る県域課題に対応すべく、集出荷
クラウドシステム導入等、データ連携による業務効率化・合理化を、園芸販売事業基盤の強化に向けた取り組みとして県下JＡと一
体的に進めます。

園芸総合対策課

　消費地需要に合った商品や施設園芸の高品質・高収量化技術
を提案・普及します。トータル生産コスト低減に向けて、規格集約
段ボール及び需要結集マルチ購入の普及・推進をすすめます。

園芸資材
　セル苗センターでは、多様化する生産者ニーズに合わ
せて、果菜苗を中心に優良な苗の生産供給を行ってい
ます。

セル苗
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●畜産センター ........................TEL.027（285）4415
　〒371-0207　前橋市粕川町稲里240-2
　令和6年4月より東部酪農センターと西部酪農センターを
　集約。家畜診療・人工授精業務、生産成績改善指導等実施。

●渋川家畜市場 ........................TEL.0279（22）1138
　〒377-0004　渋川市半田2760
　昭和44年12月設置　子牛セリ（月1回）乳用牛セリ（年4回）
　を開催。

●群馬県米麦種子センター
　〒370-1103　佐波郡玉村町樋越72-5
　令和7年6月より広域の種子調製施設として稼働開始。

　平成20年4月からＪＡとの一体運営にて安定的な農機サー
　ビスを提供。

●荒砥MC ..................................TEL.027（268）6311
　〒379-2106　前橋市荒子町338-2

●富士見MC .............................TEL.027（288）2587
　〒371-0115　前橋市富士見町小沢301

●宮城MC ..................................TEL.027（283）2503
　〒371-0244　前橋市鼻毛石町198-11

●いせさきMC .........................TEL.0270（32）3458
　〒372-0824　伊勢崎市柴町今井21-1

●たかさき東部MC ...............TEL.027（352）7205
　〒370-0015  高崎市島野町204-1

●榛名MC ..................................TEL.027（340）5000
　〒370-3345　高崎市上里見町1-1

●碓氷安中MC .........................TEL.027（382）0361
　〒379-0133　安中市原市634

●藤岡MC ..................................TEL.0274（24）1213
　〒375-0031　藤岡市矢場203

●富岡MC ..................................TEL.0274（63）6000
　〒370-2333　富岡市中高瀬660

●妙義MC ..................................TEL.0274（73）2111
　〒379-0206　富岡市妙義町中里145

●甘楽MC ..................................TEL.0274（74）5415
　〒370-2212　甘楽郡甘楽町福島1760

〒379-2147　前橋市亀里町1310

●管 理 部
企画管理課...............................TEL.027（220）2223
コンプライアンス推進課.....TEL.027（220）2216
総務人事課...............................TEL.027（220）2222
ＪＡ総合課...............................TEL.027（220）2401

●畜産農産部
酪農畜産課...............................TEL.027（220）2665
米麦特産課（米麦）...............TEL.027（220）2271
米麦特産課（特産）...............TEL.027（220）2251

●園 芸 部
園芸販売課...............................TEL.027（220）2281
園芸販売課（花き・営業開発）.TEL.027（220）2245
園芸総合対策課......................TEL.027（220）2046
園芸資材課...............................TEL.027（220）2291

●生産資材部
肥料農薬課............... 代表・農薬 TEL.027（220）2301

肥料 TEL.027（220）2005
担い手推進課...........................TEL.027（220）2255

●生活燃料部
生.活.課（生活）.....................TEL.027（220）2351
　　　　　（葬祭）.....................TEL.027（220）2645
石.油.課....................................TEL.027（220）2325

●東日本広域施設農住事業所
群馬施設農住事務所..............TEL.027（220）2335

　〒379-2147　前橋市亀里町1307-1

●生産資材部　
　花木流通センター.......................TEL.027（220）2427
　農業機械課..............................TEL.027（220）2312

●園芸部 
販売促進事務所（東京駐在）...TEL.03（5492）5300

　〒143-0001 東京都大田区東海3-2-1 大田市場内
販売促進事務所（大阪駐在）...TEL.06（6469）7646

　〒553-0005 大阪府大阪市福島区野田1-1-86 大阪市場内

●生活燃料部　
ガス課........................................TEL.027（268）3210
〒379-2104 前橋市西大室町小稲荷271-7

●中部物流センター ..............TEL.027（220）2265
　平成17年9月設置　倉庫面積1,500㎡　保管能力2,000ｔ。　 
　県内4JA組合員戸数約22,000戸の農家戸配送拠点。 

●農業倉庫
　昭和56年3月設置　敷地面積600㎡。主に米穀の貯蔵を行い、
　県内の米の需給調整を図る。

本部（ＪＡビル内）

本部（総合センター）

本所（JAビル内）

本部（ＪＡビル外）

事業所（総合センター外）

農機センター（一体化）

米麦関連施設

事業所（総合センター内）

畜産関連施設

ＪＡたかさき管内

ＪＡはぐくみ管内

ＪＡ碓氷安中管内

ＪＡたのふじ管内

ＪＡ甘楽富岡管内

ＪＡ前橋市管内

ＪＡ佐波伊勢崎管内
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●甘楽富岡燃料配送センター.TEL.0274（89）4333
　〒370-2216　甘楽郡甘楽町金井116-1

●富岡バイバス給油所（セルフ）..TEL.0274（62）4403
　〒370-2316　富岡市富岡2261-3

●吉岡バイパス給油所（セルフ）..TEL.0279（30）5522
　〒370-3602　北群馬郡吉岡町大久保2186

●鯉沢バイパス給油所（セルフ）..TEL.0279（60）5050
　〒377-0203　渋川市吹屋511-2

●榛東セルフ給油所（セルフ）...TEL.0279（25）8686
　〒370-3503　北群馬郡榛東村新井2526-1

●名久田セルフ給油所（セルフ）....TEL.0279（75）3503
　〒377-0415　吾妻郡中之条町横尾1006-1

●郷原給油所 ............................TEL.0279（67）2138
　〒377-0811　吾妻郡東吾妻町郷原585-1

●北軽井沢給油所 ...................TEL.0279（84）3514
　〒377-1412　吾妻郡長野原町北軽井沢1990-4244

●上津セルフ給油所（セルフ）.TEL.0278（62）1125
　〒379-1315　利根郡みなかみ町上津953-1

●沼田セルフ給油所（セルフ）.TEL.0278（30）2350
　〒378-0056　沼田市高橋場町2191-1

●川場セルフ給油所（セルフ）.TEL.0278（50）1116
　〒378-0112　利根郡川場村立岩625-1

●利根東セルフ給油所（セルフ）.TEL.0278（56）2070
　〒378-0321　沼田市利根町高戸谷483

●久呂保給油所.........................TEL.0278（24）6157
　〒379-1205  利根郡昭和村川額361-1

●世良田給油所（セルフ）....TEL.0276（52）4160
　〒370-0426　太田市世良田町1512-1

●新里給油所（セルフ）.........TEL.0277（74）6006
　〒376-0124　桐生市新里町小林37-1

●笠懸給油所（セルフ）.........TEL.0277（76）4280
　〒379-2313　みどり市笠懸町鹿288-5

●城西の杜給油所（セルフ）...TEL.0276（31）1122
　〒373-0038　太田市城西町79-1

●子持MC ..................................TEL.0279（53）5430
　〒377-0202　渋川市中郷1314-1

●榛東MC ..................................TEL.0279（54）4707
　〒370-3502　北群馬郡榛東村山子田1346-2

●あがつまMC .........................TEL.0279（68）9788
　〒377-0801　吾妻郡東吾妻町大字岩井1567-1

●新田MC ..................................TEL.0276（57）3861
　〒370-0341　太田市新田金井町40-1

●みどりMC .............................TEL.0277（74）8402
　〒376-0123　桐生市新里町武井422

●太田市MC .............................TEL.0276（37）9107
　〒373-0007　太田市石橋町849-1

●板倉MC ..................................TEL.0276（82）1171
　〒374-0132　邑楽郡板倉町板倉3415

●西邑楽MC .............................TEL.0276（88）5509
　〒370-0613　邑楽郡邑楽町大字狸塚377-5

●館林MC ..................................TEL.0276（74）6378
　〒374-0013　館林市赤生田町847

●多々良MC .............................TEL.0276（73）5168
　〒374-0057　館林市北成島町2529

JAとの一体化運営にて営農用燃料・ガソリン・灯油等を安定かつ
有利価格で提供。

●富士見給油所（セルフ）....TEL.027（288）6790
　〒371-0115　前橋市富士見町小沢301

●芳賀給油所 ............................TEL.027（269）3131
　〒371-0131　前橋市鳥取町829-17

●宮城給油所 ............................TEL.027（212）2123
　〒371-0244　前橋市鼻毛石町198-3

●荒砥給油所 ............................TEL.027（268）6311
　〒379-2106　前橋市荒子町338-2

●粕川給油所 ............................TEL.027（285）5159
　〒371-0214　前橋市粕川町女渕162

●はぐくみ西部給油所（セルフ）.TEL.027（374）0037　
〒370-3345　高崎市上里見町1-1

●はぐくみ東部給油所（セルフ）.TEL.027（372）2380
　〒370-3522　高崎市菅谷町20-982

一体化ＳＳ

ＪＡ邑楽館林管内

ＪＡ前橋市管内

ＪＡはぐくみ管内

ＪＡ甘楽富岡管内

ＪＡあがつま管内

ＪＡ北群渋川管内

ＪＡにったみどり管内

ＪＡ太田市管内

ＪＡ北群渋川管内

ＪＡあがつま管内

ＪＡ利根沼田管内

ＪＡにったみどり管内

ＪＡ太田市管内
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●ＬＰガスセンター ..............TEL.027（268）3210
　〒379-2104　前橋市西大室町小稲荷271-7
　昭和63年11月設置　敷地面積10,983㎡　ストレージタン
　ク（地上）30t×2基、充填場800㎡、8連式全自動回転充填機
　等を備え、月間処理能力約1,140t。

●青果物一次加工センター .TEL.027（212）7627
　〒371-0012　前橋市東片貝町393-1
　前橋市生鮮食料品総合卸売市場内　平成28年8月設置　一
　次加工処理により群馬県産青果物の加工業務向け契約販売
　の拡大を図る。

●セル苗センター ...................TEL.0277（76）7841
　〒379-2312　みどり市笠懸町久宮456-2
　平成7年3月設置　果菜類セル苗等の生産供給を行い、年間
　300万本の育苗数能力をもつ。

●土壌診断センター ..............TEL.0277（73）2930
　〒376-0101　みどり市大間々町大間々1661
　平成2年4月に、土壌の健全化をすすめるため土壌診断セン
　ターとして設置。

系統経済事業をサポートする子会社等

所 在 地　　佐波郡玉村町大字上福島1189 
電話番号　　0270（65）2011 
設　　立　　昭和43年12月 
資 本 金　　16億8,863万円
◇業務のあらまし
　食肉流通機構の改善と畜産農家の経営安定を図るために設
立された市場です。19年４月に（株）群馬県食肉公社と合併し、
肉畜の集荷から、と畜・解体、セリ販売、部分肉カットや食
肉加工品の製造・販売まで一貫して行っています。また、直
営店舗として玉村町に2店、藤岡町に1店「肉の駅」を出店し

ています。

●たたらセルフ給油所（セルフ）.TEL.0276（73）0472
　〒374-0057　館林市北成島町2532-4

●長柄給油所 ............................TEL.0276（88）4143
　〒370-0613　邑楽郡邑楽町狸塚377-5

●邑楽館林本所給油所 ..........TEL.0276（74）5513
　〒374-0013　館林市赤生田町847

●いたくらセルフ給油所（セルフ）.TEL.0276（82）0465
　〒374-0132　邑楽郡板倉町板倉3423-1

所 在 地　　北群馬郡吉岡町漆原2500 
電話番号　　0279（54）8511 
設　　立　　平成2年4月 
資 本 金　　8,000万円
◇業務のあらまし
　ブロイラーの生産・処理・加工から販売まで、インテグレー
ションに事業を進めています。現在、農場増設やインフラ整備
を進め、年間出荷450万羽体制を維持します。

所 在 地　　前橋市古市町106-1 
電話番号　　027（253）9877 
設　　立　　平成7年4月 
資 本 金　　8,000万円
◇業務のあらまし
　賃貸住宅の入居者募集や維持・管理等の不動産業務を行い、
JA・全農群馬県本部と一体となって組合員のアパート経営を総
合的にフォローします。

所 在 地　　前橋市荒口町150-1 
電話番号　　027（268）2443 
設　　立　　昭和46年1月 
資 本 金　　1,025万円
◇業務のあらまし
　県と前橋市の協力のもとに旧：群馬県経済連（現：全農ぐんま）
が経営主体となって設立した会社です。畜産事業の発展にとも
なって屠畜解体加工処理から必然的に生ずる畜産副生物（骨、
原皮、内臓等）を飼肥料に再生産しています。

所 在 地　　前橋市亀里町1306-3 
電話番号　　027（220）2635 
設　　立　　昭和48年10月 
資 本 金　　1億9,435万円
◇業務のあらまし
　物流革新の時代に対して、ＪＡグループ輸送体制の整備、強
化のもとに設立された会社で、運送業のほか、倉庫業等を行っ
ています。

所 在 地　　東京都千代田区大手町1-3-1 
電話番号　　03（6271）8460 
設　　立　　令和6年4月 
資 本 金　　115億9,264万円 

●東日本事業部
所 在 地　　太田市東新町818 
電話番号　　0276（40）5566
◇業務のあらまし
　青森県から熊本県まで43都府県を営業エリアとする国内ト
ップメーカーとして、安全・安心で高品質な飼料ならびに高度
化成・有機肥料を開発・製造・販売しています。また、本県を
中心にして地域に密着した肥料事業も展開しています。

その他の燃料関連施設

子会社等概要

その他の事業所

ＪＡ邑楽館林管内

群馬くみあい運輸（株）

ＪＡ全農くみあい飼料（株）

（株）群馬県食肉卸売市場

群馬農協チキンフーズ（株）

ジェイエイハウスサービス（株）

（株）群馬県化成産業
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所 在 地　　東京都千代田区神田三崎町3丁目1番16号
　　　　　　神保町北東急ビル3F
電話番号　　03（3222）2150 
設　　立　　昭和47年10月 
資 本 金　　40億3,100万円

●群馬営業所
所 在 地　　前橋市亀里町1306-3 
電話番号　　027（220）2422 
業務のあらまし
　東（東京）西（神戸）事業本部を中心に、全国17営業所・
支店、16工場を配置し、米穀のとう精・販売、酒造用米穀の
とう精、炊飯事業、食品等の販売を行っています。

所 在 地　　横浜市港北区新横浜3-2-3
電話番号　　045（800）0801 
設　　立　　令和6年4月 
資 本 金　　1億円
 
●北関東営業所
所 在 地　　前橋市下川町67 
電話番号　　027（290）3555 
◇業務のあらまし
　（株）Ａコープ東日本、（株）エーコープ近畿、（株）Ａコー
プ西日本が合併し令和6年4月に発足。食品スーパー、食材宅
配、葬祭事業を展開しています。

所 在 地　　東京都港区港南二丁目12番33号 
電話番号　　03（5783）9711 
設　　立　　平成18年6月 
資 本 金　　28億8,020万円

●高崎ハム営業本部
所 在 地　　高崎市八幡原町722-5 
電話番号　　027（346）8870
◇業務のあらまし
　長年培った技術を継承し味わい豊かな商品をお届けするこ
とを通じて、生産者および消費者の皆様から支持される食肉
総合会社を目指します。

全農パールライス（株）

ＪＡ全農Ａコープ株式会社

JA 全農ミートフーズ（株）



全国農業協同組合連合会群馬県本部
〒３７９-２１４７　群馬県前橋市亀里町１３１０番地　

TEL ０２７-２２０-２２２２　
https://www.zennoh.or.jp/gm/

JA全農ぐんま
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高崎駒形線

北関東自動車道

朝鮮飯店

ローソン

JA全農
ぐんま

セブンイレブン

JA

セブン
イレブン

花木センター
N

下川淵
公民館

群馬産業技術
センター

亀里町

鶴光路町

横手大橋北

花木センター入口

前橋南I.C

P

下川淵
小学校

鶴光路
郵便局

エネオスＳＳ
フライング
ガーデン

ACCESS

○北関東自動車道前橋南I.Cより車で約2分
○関越自動車道高崎I.Cより車で約12分
○JR前橋大島駅より車で約11分
○JR前橋駅より車で約14分
○JR高崎駅より車で約22分

関
越
自
動
車
道

上
信
越
自
動
車
道

北関東自動車
道

群馬県

栃木県

茨城県

埼玉県

東京都

神奈川県

千葉県


